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１． はじめに 

東日本大震災が起こり、大量の救助部隊が必要となった。人間による救助だけでは追い

つかず、ロボットを用いた救助活動を行った。しかし、現在の日本の技術でも動作不良な

どによりうまく活動していなかったこともあり、日本は今ロボット技術の向上に力を入れ

ている。そこで私たちはロボカップジュニアレスキューチャレンジのコース（全３階層）

の１階部分の走破を目標に研究を進めた。 

 

２． 研究過程 

(1) Excelの基本操作を習得 

Excelを使い VBAの学習を行った。 

(2) キットを使いロボットの作成 

市販のロボット作成キットより、走行型のロボットを作成。走行型ロボットの、仕組み

を知る。 

 

 

 

 

 

 

                   （走行型のロボット） 

 

(3) ビュートローバーを用いチャート式のプログラミングを作成 

プログラミングの入門、一つ一つの動作がプログラミングされており、それの組み合わ

せだけを自分たちで考える。 

 

 

 

 

 

 

                  （チャート式のプログラミング） 



(4)C++を学習 

自分たちで集めた資料から C++の学習。 

(5)近藤先生に教えてもらいながら規定コースを走破するためのプログラミングの作成 

先生に作っていただいた資料をヒントに、自分たちで調べながら、経路走破のためのプ

ログラミングの考案と作成の実行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （作成したプログラミング） 

 

４．結果 

今回は目標となる 1 階の走破は完了した。難関となる障害物回避、カーブなどは時間設

定の進行方向変化とセンサーの応用で対応した。 

 

５．反省 

今回は目標となる 1 階の走破はできたが、コースには 2 階 3 階とあり、１層ごとに難易

度が格段に上がる。プログラミングを学ぶごとにその難しさがだんだんとわかってくるの

で、続けて学ばなければいけないことがたくさんある。 
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